
  
 

令和４年６月２３日 

道路局 道路交通管理課 

 

 

「朗らかに 『お先にどうぞ』が 言えた朝」 

～令和４年度「道路ふれあい月間」推進標語入選作品が決定しました～ 

 

 令和４年度「道路ふれあい月間」推進標語の入選作品（最優秀賞３作品、優秀賞６作品

の計９作品）が決定しました。 

 

 

 国土交通省では、毎年８月を「道路ふれあい月間」として、道路の愛護活動や道路の

正しい利用の啓発等の各種活動を推進しており、この一環として、令和４年度「道路ふ

れあい月間」の推進標語を広く一般から募集した結果、全国から２，９０９作品の応募

がありました。 

 これらの応募作品について、「令和４年度『道路ふれあい月間』推進標語審査懇談会」

の三好礼子委員（エッセイスト、元国際ラリースト）、やすみりえ委員（川柳作家）、

吉岡耀子委員（交通・環境ジャーナリスト）の３名に選考いただき、[小学生の部][中学

生の部][一般の部]の部門毎に、最優秀賞１作品と優秀賞２作品を決定しました。 

 入選作品の応募者には、「道路ふれあい月間」期間中に国土交通省から、賞状及び楯

を贈呈いたします。 

 入選作品の標語は、令和４年度「道路ふれあい月間」の推進のため、幅広く活用する

予定です。 

※委員名は五十音順 

 

 

 

問い合わせ先 

 国土交通省道路局道路交通管理課 中村、高橋 

  電 話 ０３－５２５３－８１１１（内線３７－４２２、３７－４２３） 

      ０３－５２５３－８４８２（夜間直通） 

  ＦＡＸ ０３－５２５３－１６１７  

 



 
令和４年度「道路ふれあい月間」推進標語入選作品 

 

 

 

◆ 最優秀賞（３作品）◆ 

 

  「小学生の部」 

「また明日 どうろにひびく 友のこえ」 

高岩
たかいわ

 智
さと

志
し

 さん  （福岡県 私立敬愛小学校）  
 

「中学生の部」 

「この道が たくさん運ぶ 物語」 

眞
ま

島
しま

 李
り

都
つ

 さん   （山梨県 甲府市立笛南中学校） 
 

◎「一般の部」 

「朗らかに 『お先にどうぞ』が 言えた朝」 

田中
た な か

 康
やす

雄
お

 さん   （埼玉県 白岡市） 
 

 ◎最優秀賞３作品のうち、委員に特に好評だった「朗らかに 『お先にどうぞ』が 言えた朝」を 
今年度の代表標語とします。 

◆ 優秀賞（６作品）◆ 

 

「小学生の部」 

「ゆめつなげ きずなもつなげ みちつなげ」 

上村
かみむら

 奏
そう

太
た

 さん   （新潟県 新潟市立新津第三小学校） 

 

「歩く道 守る命は ここにある」 

田村
た む ら

 友
とも

花
か

 さん   （新潟県 佐渡市立小木小学校）  
   

「中学生の部」 

「横断歩道 上げたその手は 命綱」  

魚谷
うおたに

 珠
こと

海
み

 さん  （兵庫県 神戸学院大学附属中学校） 

 

「縁の下の力道」  

北村
きたむら

 舞
ま

冬
ど

香
か

 さん   （埼玉県 ときがわ町立都幾川中学校） 
    

「一般の部」 

「ポイ捨てで 自分の心 捨てないで」  

肥後
ひ ご

 幸男
さ ち お

 さん （鹿児島県 鹿児島市）  

     

「変わる世に 変わらぬ道の 大切さ」 

得能
とくのう

 義
よし

孝
たか

 さん   （広島県 三原市） 



【各委員からの総合選評】

≪三好委員≫

全体に言葉が弾んでおり、元気がよかったですね。どれ
も詠み易くスッと入り込んできましたが、まったく新しい
言葉の使い方の「あっぱれ標語」も多く、新しい風を感じ
ました。今年は、募集と同時にコロナ禍だけでなく戦いや
災害が続いたので、より人の心を優しくしてくれるような
作品作りとなったのでは。どんな年代の人にも夢や勇気を
与え、切り開いていくキーワードがありそうです。
「出口」は、まさに道の先にあり？ さりげない日常や
人とのふれあい、感謝する気持ちや大切なものを守ること
の大切さを思い起こさせてくれる標語たち、その全てをカ
レンダーにして毎日を送りたくなりました。

皆さまからいただいた「道路」への想いあふれる標語
の数々、今年度も厳正に審査をさせていただきました。
最優秀賞に決定した各部門の標語は、今の私たちの暮ら
しや世の中の状況と沿うような内容と言葉選びのものに
なっていると思います。特に、代表標語に決定した《朗
らかに「お先にどうぞ」が言えた朝》は、道路での風景
や人と人の表情が描かれ、現代の私たちにとても大切な
ことを伝えてくれているように感じました。
これからも多くの方々が標語づくりに参加してくださ
ることで「道路ふれあい月間」の輪がさらに広がってい
くことを願っています。

≪やすみ委員≫

日々の思いを短い言葉に託した応募作品２，９０９
点。内容、表現とも豊かで、言葉による大きなパッチ
ワークのようでした。選出された９作品からは心の動
きが感じられ、とくに代表標語 朗らかに「お先に
どうぞ」が言えた朝 では街や道路に爽やかさが広が
るようです。
なおスマホ、ＳＤＧｓ、ＬＩＮＥなどの言葉を織り
込んだ作品も寄せられ、現在進行形の感性に惹かれま
した。

≪吉岡委員≫



一般の部 「朗らかに 『お先にどうぞ』が 言えた朝」

小学生の部 「また明日 どうろにひびく 友のこえ」

【各委員から最優秀賞作品へのコメント】

中学生の部 「この道が たくさん運ぶ 物語」

元気な子どもたちの姿が浮かんでくる作品です。
“明日”という言葉からは明るい未来が想像でき、
“ひびく”という言葉には音のイメージだけでなく心の
伸びやかさも感じとることができました。学校で過ごし
た一日の終わりや夕暮れまで友達と遊んだ別れ際に交わ
す「また明日」の言葉。身近な道路の一場面が標語とし
て完成されていて、交通安全や日本の各地域の道路事情
なども考えさせてくれる一面をしっかりと含んだ良い
作品だと思います。

やすみ委員

吉岡委員

三好委員

道路が物語を運ぶという想像は奥深いと思います。
友達や家族、また見知らぬ人々が歩いたり自転車
乗ったり車で通過したりする中には、楽しいできご
とあり、辛いことありで、人の数だけの物語が行き
来しているはず。
中学生なら決意や希望など、重大な心の物語も抱え
て通学しているかもしれず、道路は自分と仲間の思
いが交錯する場ですね。

いつものクルマ通勤途中や散歩中のひとコマかなと思いましたが、
幼な子の通学から会社や買い物中までどんな年代や光景にもピ
タッとくる魔法の楽しい生活推進標語。どのセンテンスも「陽」
で満ち、最後の“朝”もカギ括弧も効いていて、詠んでいるだけ
で幸せ気分になります。実は普段から声掛けや譲り合いをしてい
る人でもタイミングって意外と難しく、出来ずにガクッとするこ
と多いはず。うまく出来たらその日は笑顔の連鎖となりますが、
声に出さずとも心で会話したり、マスクしていたら目で語るだけ
でもいいよね！と再認識。この爽やかな標語が日本中の道路に
溢れる日が楽しみです。


